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	応用
	抗原情報
	背景
	ALDH1A1は、様々な脂肪族アルデヒド（レチナールアルデヒド、アセトアルデヒドなど）を対応するカルボン酸（レチノイン酸、酢酸など）に酸化できるアルデヒド脱水素酵素です。ALDH1A1（RALDH1、ALDH1、AHD2とも呼ばれます）は、背側網膜、腹側中脳（ドーパミン作動性ニューロン）、および造血幹細胞で高発現しています。ALDH1A1は、脊椎動物の胚発生におけるレチノイン酸（RA）の合成に関与しています。ALDH1A1は、E9.0～E10.5の頭蓋組織（腹側中脳、背側網膜、胸腺原基、眼胞）および中腎で初めて検出されます。 ALDH1A1 はパーキンソン病 (PD) でも注目されており、背側線条体に投射する A9 ドーパミン作動性 (DA) ニューロン群に発現しています。ここはパーキンソン病で最も脆弱な部位です (Chung et al、2005)。ALDH1A1 タンパク質は中脳ドーパミン作動性マーカーとして知られています。ALDH1A1 は細胞質酵素であり、レチナールアルデヒドをレチノイン酸に優先的に酸化します。ALDH1A1 は脳、肝臓、精巣、水晶体、角膜など多くの臓器の上皮で発現しています。ALDH1A1 は脳のドーパミン作動性ニューロンで高度に発現しており、そこでニューロンの分化と発達に必要なレチノイン酸を生成します。ALDH1A1 によって生成されるレチノイン酸は造血幹細胞の分化にも重要です。
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	Raji (1)、Jurkat (2)、THP-1 (3)、K562 (4) 細胞溶解物に対するALDH1A1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	ALDH1A1 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト小脳組織 (左) と肺癌 (右) の免疫組織化学分析。

